
様式１（主な取組）

【 098-866-2400 】担当部課 【連絡先】 土木建築部空港課 関連URL －

　離島空港を活用した航空・宇宙関連産業の展開と
して、下地島空港第３期利活用事業の条件協議を
実施する。

県

下地島空港第３期利活用事業の
条件協議

下地島空港第３期利活用事業の
条件協議、基本合意書締結

下地島空港第４期利活用事業者
の募集

事業者数

条件協議５社 基本合意５社 ４期応募３社

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 離島空港を活用した航空・宇宙関連産業の展開 対応する成果指標 離島空港の区域内における企業使用面積（累計）

施策の方向
・那覇空港・那覇港の国際物流機能を活用した産業集積が進む中、新たな展開として下地島空港等の離島空港を活用した航空・宇宙関連産業の展
開を推進し、新たな産業の創出と集積に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 3-(4)-イ 臨空・臨港型産業の集積促進
施 策 ③離島空港における航空・宇宙関連産業の展開

施策の小項目名 ○離島空港の利活用の推進

- 1 -



様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

 (２)これまでの改善案の反映状況

概ね順調

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　令和５年度の実績は、基本合意５社の目標に対し、４社となっており、概ね順調な進捗である。

令和5年度の取組改善案 反映状況

○条件協議７社の中で１社でも多く基本合意ができるよう十分に双方の考え方を整理
するためにも、調整回数を多く、意見の回収漏れのないように、共有のデータを介し
て調整を図る。

共有のデータを基に、密な調整を行う事により、１社と基本合意することができた。

R4年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　令和３年度末に第３期利活用候補事業者を７社
選定し、令和４年度のに引き続き、令和５年度も
基本合意に向けて条件協議を実施した。その結果
１社と基本合意を行った。

基本合意3社 条件協議7社 基本合意４社 基本合意５社 80.0%

令和5年度活動内容 令和6年度活動計画

　下地島空港及び周辺用地の利活用事業について、事業実施環
境の整備及び基本合意書(案)の作成に係る支援等を行った。

　下地島空港及び周辺用地の利活用事業について、事業実施環
境の整備等に係る支援等を行う。

活動指標名 事業者数 R5年度
進捗状況

実績値

R3年度

実施方法 当初予算額

県単等 委託 17,595 12,233 県単等 委託 12,000

主な財源 実施方法 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 県単離島空港整備事業費 予算事業名 県単離島空港整備事業費
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様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　令和６年度も条件協議を実施している利活用候補事業があ
るが、利活用事業として早期成果を得るため、次の展開を見
据えて取組む必要がある。 ⑧ その他

　次の段階における、第４期の利活用事業の公募の在り方等
について検討を行い、令和６年度以降の利活用事業について
計画を策定する。
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様式１（主な取組）

【 098-866-2400 】担当部課 【連絡先】 土木建築部空港課 関連URL －

　高付加価値の航空・宇宙関連産業に関連する離
島空港の施設機能向上整備として、駐車場等の整
備を実施する。

県

空港施設整備等の需要調査 空港施設機能向上整備に係る、調査、設計、工事

航空宇宙関連施設整備

需要調査 設計業務１件
設計業務１件 
工事　　　１件

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組
高付加価値の航空・宇宙関連産業に関連する離島空港
の施設機能向上整備

対応する成果指標 離島空港の区域内における企業使用面積（累計）

施策の方向 ・高付加価値の航空・宇宙関連産業に関連する離島空港の施設機能向上を図り、離島空港へのネットワークの展開・拡充に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 3-(4)-イ 臨空・臨港型産業の集積促進
施 策 ③離島空港における航空・宇宙関連産業の展開

施策の小項目名 ○航空・宇宙関連産業に係る空港施設の機能向上
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

順調

R4年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B
　下地島空港では、駐車場台数を５９台を増設、
構内道路を３００m整備した。

― 空港施設機能向上整備 工事2件 設計業務１件 100.0%

令和5年度活動内容 令和6年度活動計画

　下地島空港で構内道路の整備を行った。

活動指標名 航空宇宙関連施設整備 R5年度
進捗状況

実績値

R3年度

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ハード）

直接実施 22,367 32,000

主な財源 実施方法 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算見込額 主な財源

令和5年度活動内容 令和6年度活動計画

　下地島空港で駐車場拡張の整備を行った。 　下地島空港でエプロン標識の変更整備を予定している。

予算事業名 沖縄振興公共投資交付金（空港課） 予算事業名

実施方法 当初予算額

県単等 直接実施 22,367 32,717 県単等 直接実施 5,186

主な財源 実施方法 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 県単離島空港整備事業費 予算事業名 県単離島空港整備事業費
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様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　施設機能向上整備においては、限りある予算で需要に対応
する計画が必要となってくる。

⑧ その他

　各空港と連携して、計画的に整備するために施設機能向上
整備の項目を整理する必要がある。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　令和５年度の目標値は設計業務１件であるが、設計の次の段階である工事を２件実施していることから、企業使用面積にも十分寄与するものであるため、進捗状況を順調とし
ている。

令和5年度の取組改善案 反映状況

○各空港と連携して、計画的に整備するために施設機能向上整備の項目を整理する。
関係機関と調整を行うことにより施設機能向上整備項目として、下地島空港のエプロン標
識の変更が必要となったため、整備を行うこととしている。
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